
平成２９年度 あわら市芦原小学校スクールプラン

教 育 目 標 「 た く ま し く ゆ た か な 子 の 育 成 」

目 指 す 児 童 像

(1)健康な心とからだをもつ子 (2)自ら学びとる自主的な子
(3)困難にうちかつねばり強い子 (4)きまりを守り実行する子
(5)仲よくはげましあう子

重 点 目 標

健康・安全 確かな学力 豊かな心・特別支援 開かれた学校・連携
◎健康に関心を持つとともに、運動の日常化を図 ◎基礎基本がしっかり身につくよう努めます。 ○人権が尊重される学校づくりをめざし、すべて ◎学校の教育活動、その他の情報を積極的に
り、体力の向上に努めます。 ○表現力・コミュニケーション力を高める等の言 の人がかけがえのない存在であることを実感し 発信します。

○家庭と連携し、基本的な生活習慣の形成に努め 語活動の充実を図ります。 相手の立場や気持ちを理解しようとする心が育 ○ＰＴＡや家庭・地域・学校協議会の建設的
ます。 ○読書活動の推進により読書好きの子どもを育て つよう努めます。 な意見を積極的に学校運営に反映していき

○自分のめあてを設け、それを達成するよろこび ます。 ◎学校生活におけるきまりの大切さについて理解 ます。
と最後まで頑張ることのすばらしさを体験でき ○学力調査、確認テストを活用します。 させ、自分からきまりを守ろうとする態度を育 ○地域力の活用に努めます。
るよう努めます。 ○音読・暗唱に取り組みます。 てます。 ○中学校、こども園、地域との連携や交流を

○安全・防災教育の充実を通して、危険予測・危 ○いじめや不登校の兆候、特別に支援を要する子 推進します。
険回避能力を高めます。 を早期に発見し、家庭や関係機関と連携し迅速

に対応します。

具体的な取り組み

★業間マラソンや縄跳び、グラウンドや体育館で ★基本的な学習のルールを定着させるとともに漢 ☆学活や道徳の時間、縦割り班活動、体験活動等 ★学校公開日を設けるとともに、各種たより、
の遊びを推奨し、体力の向上に努めます。 字・計算のマスターテスト（月１回）や百マス を通して、思いやりの心や認め合う心を育てま ホームページでの正確で迅速な情報を積極

☆家庭生活調査の結果をもとに、家庭と連携し、 作文（週１回）等を通して基礎学力の定着に努 す。 的に発信します。
「早寝・早起き・朝ごはん」を中心とした規則正 めます。 ★生活スローガン「芦原っ子のあいうえお」を実 ☆学校評価を行いその結果を公開するととも
しい生活のリズムが身につくよう努めます。 ☆自分の考えを筋道立てて伝え、他の意見を聞く 践できる子の育成に努めます。また、毎月、生 に、学校運営の改善に活かしていきます。

☆マラソン大会（年２回）や縄跳び大会（年１回） など学び合う、教え合うの授業づくりに努めま 活チェック表をつけ、自分の生活の見直しをさ ☆ゲストティーチャーを活用した授業や地域
等にめあてをもって参加させたり、健康に関す す。 せます。 での調査、観察、体験を取り入れた授業を
るめあてを実行させたりして、達成感や頑張る ☆朝読書の習慣化や家庭読書の呼びかけ、読み聞 「あ」挨拶は いつでもどこでも 元気よく 積極的に実施し、学習効果を高めるととも
ことのすばらしさを体験できるよう支援してい かせ、「家庭読書の日」（月１回）の設定等によ 「い」いじめキライ 言わない やらない 見逃さない に生まれ育った地域を理解し愛する心を育
きます。 り、本に親しむ機会や行事等の工夫に努めます。 「う」歌声は 大きな声で 元気よく てます。

☆集団登下校指導、交通安全教室、不審者対策、 ☆学力調査等の結果を分析し、授業にフィードバ 「え」笑顔がね あふれているよ 校舎内 ☆保幼小連携会議（年３回）や交流活動、小
避難訓練を実施します。 ックすることに努めます。 「お」お掃除や 係の仕事 しっかりと 中連携事業を積極的に実施し「つながり」

☆家庭学習の手引きを作成し、家庭学習の充実を ☆いじめ対策委員会や校内支援会議、アンテナ会 を大切にします。また、地区懇談会を開催
図ります。 議を各々月１回開催し、情報を共有し、対策を し、学校運営の改善に活かしていきます。

☆音読暗唱ノートや百人一首、教科書を活用し、 協議していきます。家庭や関係機関と連携し、
音読暗唱に取り組みます。 情報モラルを高めます。

【数値目標】 【数値目標】 【数値目標】 【数値目標】
・体力づくりに熱心に取り組む児童が９０％以上 ・漢字や計算の学習に熱心に取り組む児童が９０ ・生活スローガンを実践できる児童が８０％以上 ・学校公開に多くの保護者が参加する８０％

％以上 以上
・「早寝・早起き・朝ごはん」に取り組む児童が ・多読賞受賞者が１２０人以上 ・いじめ防止への取り組み１００％ ・地域に関する学習活動を通して、地域を理
９０％以上 解し好きになる児童９０％以上


